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法学研究70巻9号（’97：9）

内
川
正
夫
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
内
川
正
夫
君
学
位
請
求
論
文
「
近
現
代
日
本
政
治
に
お
け
る
革
新

と
保
守
」
は
、
二
編
五
部
十
七
章
お
よ
び
付
論
か
ら
な
り
、
そ
の
構

成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
序
　
論

　
本
　
論

　
第
1
編
　
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
純
化
と
対
立

　
　
第
1
部
　
東
京
帝
国
大
学
新
人
会
研
究

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
1
　
新
人
会
の
思
想

　
　
　
　
第
1
章
　
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
の
思
想

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

　
第
6
節

第
2
章

　
第
1
節

問
題
の
所
在

　
新
人
会
と
新
カ
ン
ト
哲
学

　
新
人
会
と
労
働
運
動

　
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
影
響

　
西
欧
文
明
へ
の
挑
戦

　
結
語

『
ナ
ロ
オ
ド
』
の
思
想

　
問
題
の
所
在

　　　　　　　　　　　　II
　　　　第　　　　　　第　　　　　　第
第第第第2第第第第第第1新第第第第第3第第第第
4321章654321章人54321章5432節節節節　節節節節節節　会節節節節節　節節節節

　
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
台
頭

　
労
農
ロ
シ
ア

　
理
想
社
会
の
模
索

　
結
語

新
人
会
機
関
誌
に
み
る
労
農
ロ
シ
ア
観
の
一
考
察

新
人
会
の
活
動

　
　
　
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』

問
題
の
所
在

労
農
ロ
シ
ア
の
理
想
化

労
農
ロ
シ
ア
の
現
実
擁
護

専
制
的
支
配
の
位
置
づ
け

結
語

　
　
　
　
　
　
　
時
代
の
活
動

問
題
の
所
在

　思想研究及び

啓
蒙
宣
伝
活
動

普
通
選
挙
権
の
要
求

労
働
組
合
運
動
へ
の
着
手

　
共
鳴
者
の
拡
大

結
語

問
題
の
所
在

　
研
究
・
啓
蒙
宣
伝
活
動

労
働
者
と
の
接
触

　
救
露
活
動

『
ナ
ロ
オ
ド
』
時
代
の
活
動
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特別記事

　
　
　
第
5
節
　
地
方
の
状
況

　
　
　
第
6
節
　
結
語

　
お
わ
り
に

第
2
部
　
社
会
思
想
社
研
究

　
は
じ
め
に

　
1
　
思
想
の
需
要
と
研
究
・
啓
蒙
活
動

　
　
第
1
章
　
『
社
会
思
想
』
の
思
想

　
第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

第
2
章

　
　
第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

H　
第
1
章

　
　
第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
問
題
の
所
在

　
日
本
社
会
の
分
析

　
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
懐
疑

　
労
農
ロ
シ
ア
ヘ
の
憧
憬

　
結
語

研
究
と
啓
蒙

　
問
題
の
所
在

　
研
究
活
動
重
視
の
姿
勢

　
研
究
会
お
よ
び
講
演
会
活
動

　
労
働
者
教
育

　
結
語

政
治
問
題
へ
の
対
応

　
　
　
普
通
選
挙
権
問
題

　
　
　
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
普
通
選
挙
即
時
実
施
論
の
台
頭

　
　
　
　
普
通
選
挙
に
対
す
る
不
信
感

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

　
　
第
2
章

　
　
第
1
節

　
　
第
2
節

　
　
第
3
節

　
　
第
4
節

　
　
第
5
節

　
お
わ
り
に

第
3
部

　
は
じ
め
に

　
　
第
1
章

　
　
　
第
－
節

　
　
　
第
2
節

　
　
　
第
3
節

　
　
　
第
4
節

　
　
　
第
5
節

　
　
　
第
6
節

　
　
第
2
章

　
　
　
第
1
節

　
　
　
第
2
節

　
　
　
第
3
節

　
　
　
第
4
節

　
普
通
選
挙
問
題
研
究

　
結
語

無
産
政
党
の
議
会
進
出

　
問
題
の
所
在

　
無
産
政
党
合
同
論
の
台
頭

　
選
挙
協
定
問
題

　
院
内
協
力
問
題

　
結
語

戦
後
労
働
運
動
に
お
け
る
改
良
主
義
的
指
導
者

　
　
天
池
清
次
の
活
動
と
そ
の
労
働
運
動
観

　
問
題
の
所
在

　
改
良
主
義
的
労
働
運
動
へ
の
傾
斜

　
高
野
派
と
の
対
決

　
組
合
運
営
の
手
腕

　
労
働
運
動
観

　
結
語

星
加
要
の
活
動
と
そ
の
労
働
運
動
観

　
問
題
の
所
在

　
社
会
問
題
と
の
遅
遁

　
労
働
運
動
へ
の
関
与

　
対
立
の
激
化
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第
5
節
　
民
同
派
の
分
裂

　
　
　
　
第
6
節
　
労
働
運
動
観

　
　
　
　
第
7
節
　
結
語

　
　
お
わ
り
に

第
2
編
　
権
力
の
掌
握
と
維
持
～
大
麻
唯
男
を
中
心
と
す
る
～

　
第
1
部
　
講
和
樹
立
後
の
政
界
再
編

　
　
は
じ
め
に

　
　
　
第
1
章
　
政
界
再
編
下
の
改
進
当
結
成

　
　
　
　
第
1
節
　
間
題
の
所
在

　
　
　
　
第
2
節
　
政
界
再
編
機
運
の
昂
揚

　
　
　
　
第
3
節
　
新
党
結
成
準
備
会
の
成
立

　
　
　
　
第
4
節
　
新
党
結
成
の
合
意

　
　
　
　
第
5
節
　
結
成
大
会
直
前
の
混
乱

　
　
　
　
第
6
節
　
結
語

　
　
　
第
2
章
　
反
吉
田
勢
力
の
結
成

　
　
　
　
第
1
節
　
問
題
の
所
在

　
　
　
　
第
2
節
　
大
麻
の
追
放
解
除

　
　
　
第
3
節
　
政
界
復
帰
の
過
程

　
　
　
第
4
節
合
同
論
と
連
立
論

　
　
　
第
5
節
　
反
吉
田
勢
力
の
結
集

　
　
　
第
6
節
　
結
語

　
　
お
わ
り
に

　
第
2
部
　
紛
糾
事
態
の
調
整
者

は
じ
め
に

第
1
章
　
少
壮
政
治
家
時
代

　
第
1
節
　
問
題
の
所
在

　
第
2
節
　
床
次
竹
二
郎
の
脱
党
と
そ
の
波
紋

　
第
3
節
　
政
友
本
党
系
の
動
向

　
第
4
節
　
民
政
党
熊
本
県
支
部
の
動
向

　
第
5
節
　
文
部
参
与
官
就
任

　
第
6
節
　
結
語

第
2
章
　
追
放
解
除
後
の
議
会
復
帰

　
第
1
節
　
問
題
の
所
在

　
第
2
節
　
政
治
活
動
の
再
開

　
第
3
節
　
大
麻
の
選
挙
区
対
策

　
第
4
節
　
大
麻
進
出
の
影
響

　
第
5
節
　
結
語

第
3
章
　
改
進
党
に
お
け
る
役
割

　
第
1
節
　
問
題
の
所
在

　
第
2
節
　
総
裁
選
考
人
事

　
第
3
節
　
選
挙
対
策

　
第
4
節
　
大
麻
系
人
脈
の
動
向

　
第
5
節
　
保
守
新
党
の
結
成

　
第
6
節
　
結
語

第
4
章
鳩
山
内
閣
期
に
お
け
る
動
向

　
第
1
節
　
問
題
の
所
在
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第
2
節
　
鳩
山
内
閣
の
成
立

　
第
3
節
　
保
守
合
同

　
第
4
節
　
後
継
首
班
問
題

　
第
5
節
　
結
語

付
論
　
満
州
事
変
期
に
お
け
る
財
界
の
活
動
と
財
界
人
の
時
局
観

　
　
－
日
本
経
済
連
盟
会
を
中
心
と
し
て
ー

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

　
第
6
節

　
第
7
節

お
わ
り
に

問
題
の
所
在

日
貨
排
斥
の
激
化
と
満
州
事
変
の
勃
発

国
際
連
盟
の
動
向
と
財
界
の
反
応

政
権
交
代
と
上
海
事
変
の
勃
発

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
来
H
と
満
州
国
の
成
立

リ
ッ
ト
ン
報
告
書
可
決
と
連
盟
脱
退

結
語

　
結
語

　
本
論
文
の
第
1
編
で
革
新
と
し
て
と
り
上
げ
て
い
る
の
は
東
京
帝

国
大
学
新
人
会
（
以
下
新
人
会
と
す
る
）
、
社
会
思
想
社
、
そ
し
て

改
良
主
義
的
労
働
運
動
指
導
者
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
内
川
君

は
、
近
現
代
H
本
政
治
に
お
け
る
革
新
勢
力
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
重
視

の
政
治
集
団
で
あ
っ
た
と
し
て
、
同
勢
力
は
、
第
一
に
、
ロ
シ
ア
革

命
を
契
機
と
し
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
に
傾
斜
し
、
第
二
に
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
を
純
化
さ
せ
る
あ
ま
り
に
、
た
と
え
ば
労
農
派
と
日
労
派

の
関
係
に
み
る
よ
う
に
相
互
の
違
い
を
容
認
で
き
ず
対
立
し
た
と
し
、

第
三
に
、
か
か
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
L
の
対
立
は
労
働
運
動
の
現
実
主

義
的
改
良
主
義
指
導
者
の
天
池
清
次
や
星
加
要
ら
に
よ
り
克
服
す
べ

き
課
題
と
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
第
2
編
に
お
い
て
は
、

保
守
政
治
家
で
あ
っ
た
大
麻
唯
男
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
党
内
調

整
能
力
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
革
新
勢
力
が
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
重
視
の
政
治
集
団
で
あ
る
の
に
対
し
、
保
守
勢
力
は
調
整
と
妥
協

に
よ
り
結
ば
れ
る
政
治
集
団
で
あ
る
と
い
う
内
川
君
の
基
本
認
識
が

あ
る
。
大
麻
は
、
戦
前
は
民
政
党
、
戦
後
は
改
進
党
の
政
治
家
と
し

て
著
名
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
政
治
的
紛
糾
を
調
整
す
る
能
力
は
少

壮
政
治
家
時
代
か
ら
す
で
に
身
に
つ
い
て
お
り
、
事
態
を
打
開
す
る

こ
と
に
よ
り
そ
の
ポ
ス
ト
を
ヒ
昇
さ
せ
て
い
っ
た
。
第
二
に
は
、
大

麻
は
戦
後
の
政
界
の
編
成
及
び
再
編
成
の
過
程
、
さ
ら
に
鳩
山
内
閣

の
成
立
等
に
お
い
て
、
戦
前
派
政
治
家
で
あ
っ
た
た
め
歓
迎
さ
れ
な

い
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
混
乱
と
軋
櫟
が
生
じ
る
や
彼
の
役
割
が
生

じ
、
因
難
を
克
服
す
る
ご
と
に
、
こ
こ
で
も
ま
た
政
治
的
影
響
力
を

伸
張
さ
せ
て
い
っ
た
。
要
す
る
に
大
麻
は
主
義
主
張
や
政
策
に
よ
り

党
及
び
政
治
集
団
を
リ
ー
ド
す
る
政
治
家
で
は
な
く
、
党
内
の
混
乱

を
調
整
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
政
治
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
本
論
を
概
観
す
る
。
近
現
代
的
日
本
政
治
に
お
け
る
革
新
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の
間
題
を
扱
っ
た
第
1
編
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
純
化
と
対
立
」

と
題
さ
れ
、
第
1
部
「
束
京
帝
国
大
学
新
人
会
研
究
」
、
第
2
部

「
社
会
思
想
社
研
究
」
、
第
3
部
「
戦
後
労
働
運
動
に
お
け
る
改
良
主

義
的
指
導
者
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
本
編
第
1
部
及
び
第
2
部
で
は
、
新
人
会
と
社
会
思
想
社
を
中
心

に
、
日
本
の
革
新
勢
力
が
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
等
々
の
社
会
改
造
思

想
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
経
緯
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
新
人
会
を
考
察
す
る
第
1
編
・
第
1
部
は
ー
と
H
か
ら
な
り
、
1

に
お
い
て
思
想
、
H
に
お
い
て
活
動
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
新
人
会

は
第
一
次
世
界
大
戦
が
も
た
ら
し
た
世
界
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
昂
揚
、

ロ
シ
ア
革
命
、
米
騒
動
等
を
社
会
的
背
景
と
し
て
東
京
帝
国
大
学
の

学
生
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
。
同
会
は
、
「
人
類
開
放
」
と
「
現
代
日

本
の
合
理
的
改
造
」
を
網
領
に
掲
げ
、
吉
野
作
造
に
代
表
さ
れ
る
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
と
運
動
の
一
翼
を
担
う
も
の
と
し
て
活
動

し
た
。
新
人
会
は
機
関
誌
と
し
て
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
を
刊
行
し
た
。

　
1
の
第
1
章
で
は
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
に
あ
ら
わ
れ
た
思
想
を
考

察
し
て
い
る
。
同
誌
に
は
、
誌
名
と
な
っ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想

の
み
な
ら
ず
、
社
会
民
主
主
義
、
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
、
I
W
W
、
ギ

ル
ド
・
ソ
ー
シ
ャ
ア
リ
ズ
ム
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会

主
義
、
国
家
社
会
主
義
な
ど
多
様
な
社
会
改
造
思
想
が
混
在
し
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
特
定
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ
て
『
デ
モ
ク
ラ
シ

イ
』
の
思
想
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
る
が
、

内
川
君
は
、
多
様
で
は
あ
っ
て
も
新
人
会
員
に
共
通
す
る
理
念
の
存

在
な
く
し
て
は
新
人
会
が
一
個
の
思
想
と
運
動
の
団
体
と
し
て
あ
り

得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
を
示
し
て
い
る
。
同
君
は
、

そ
の
理
念
と
は
、
人
類
相
愛
・
相
互
援
助
社
会
の
建
設
で
あ
っ
た
と

し
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
念
に
合
致
す
る
と
判
断
す
れ
ば
、
い
か

な
る
思
想
も
新
人
会
に
と
り
受
容
す
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
な
り
、

そ
の
結
果
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
に
は
多
様
な
思
想
が
受
容
さ
れ
た
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
思
想
的
多
様
性
を
示
し
た
新
人
会
も
や
が
て
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
ヘ
の
傾
斜
度
を
高
め
て
い
く
。
内
川
君
は
、
1
の

第
2
章
に
お
い
て
こ
の
点
に
触
れ
、
新
人
会
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム

傾
斜
は
新
人
会
最
後
の
機
関
誌
『
ナ
ロ
オ
ド
』
に
お
い
て
明
ら
か
に

な
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
創
刊
時
は
好
況
期
で

あ
っ
た
が
、
以
後
次
第
に
不
況
に
転
じ
、
『
ナ
ロ
オ
ド
』
創
刊
時
に

は
労
働
争
議
が
長
期
化
か
つ
直
接
行
動
化
す
る
な
ど
、
社
会
不
安
が

深
刻
化
し
、
知
識
人
の
間
に
は
社
会
変
革
を
求
め
て
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ

ズ
ム
を
研
究
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
『
ナ
ロ
オ
ド
』
は
か
か

る
時
代
的
趨
勢
を
受
け
な
が
ら
、
他
面
に
お
い
て
新
人
会
員
が
ボ
ル

シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
中
に
人
類
相
愛
・
相
互
援
助
の
思
想
に
適
う
も
の

が
あ
る
と
認
定
し
た
こ
と
が
こ
れ
を
受
容
し
た
最
大
要
因
で
あ
っ
た
、
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と
内
川
君
は
分
析
し
て
い
る
。

　
1
の
第
3
章
に
お
い
て
は
、
新
人
会
機
関
誌
に
あ
ら
わ
れ
た
労
農

ロ
シ
ア
観
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
内
川
君
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
労
農

ロ
シ
ア
関
係
の
論
稿
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
前
半
ま
で
の

『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
及
び
『
先
駆
』
で
は
明
ら
か
な
誤
謬
も
あ
り
、

ま
た
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
。
し
か
る
に
、
『
同
胞
』
創
刊
号
に
発

表
さ
れ
た
「
労
農
露
西
亜
の
国
家
的
構
造
」
を
嗜
矢
と
し
て
、
労
農

ロ
シ
ア
関
係
の
論
稿
は
質
量
を
高
め
、
と
く
に
『
ナ
ロ
オ
ド
』
に
お

い
て
は
顕
著
と
な
っ
た
。
『
ナ
ロ
オ
ド
』
は
、
労
農
ロ
シ
ア
は
ク
ロ

ポ
ト
キ
ン
が
主
張
す
る
よ
う
な
人
類
相
愛
・
相
互
援
助
の
社
会
を
実

現
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
資
本
主
義
が
そ
れ
を
妨
げ
て
い
る
、
と

み
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
『
ナ
ロ
オ
ド
』
で
は
、
資
本
主
義
を
打
倒
す

る
ま
で
労
農
ロ
シ
ア
に
は
専
制
的
支
配
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
人
類

相
愛
と
本
来
矛
盾
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
専
制
政
治
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
独
裁
、
民
衆
に
課
せ
ら
れ
た
労
働
の
強
制
等
も
、
理
想
的
で
は

な
い
が
、
民
衆
の
社
会
的
実
力
を
理
解
し
な
い
地
主
や
資
本
家
が
存

在
す
る
限
り
、
こ
れ
を
駆
逐
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
1
編
・
第
1
部
・
H
に
お
い
て
は
、
新
人
会
の
活
動
が
考
察
さ

れ
て
い
る
。
新
人
会
は
、
資
本
主
義
社
会
を
改
造
し
人
類
相
愛
・
相

互
扶
助
の
社
会
を
建
設
す
る
と
し
て
、
多
岐
に
渉
る
活
動
を
展
開
し

た
。
新
人
会
の
活
動
は
社
会
改
造
思
想
の
研
究
と
啓
蒙
が
中
心
で
あ

っ
た
が
、
時
期
に
よ
り
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
、
労
働
者
と
の
連
帯
、

地
方
支
部
の
建
設
等
の
実
践
活
動
も
試
み
ら
れ
た
。
か
か
る
実
践
活

動
は
、
『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
時
代
が
も
っ
と
も
活
発
で
あ
り
、
『
ナ
ロ

オ
ド
』
時
代
に
は
停
滞
し
、
新
人
会
全
体
と
し
て
労
働
運
動
に
携
わ

る
よ
う
な
実
践
活
動
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
少
数
な
が

ら
労
働
組
合
指
導
者
と
し
て
活
動
す
る
実
践
派
も
存
在
し
た
が
、
多

数
の
会
員
は
学
究
派
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
四
月
に
は
、
か
つ
て
は
新
人
会
員
で

あ
っ
た
が
、
大
学
卒
業
に
と
も
な
い
会
友
と
な
っ
た
人
々
に
よ
り
、

社
会
思
想
社
が
結
成
さ
れ
、
機
関
誌
『
社
会
思
想
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

社
会
思
想
社
と
『
社
会
思
想
』
に
関
し
て
は
、
比
較
的
詳
細
な
平
貞

蔵
の
記
録
が
あ
る
が
、
学
術
的
な
研
究
で
は
な
い
。
H
・
D
・
ス
ミ

ス
氏
は
、
『
社
会
思
想
』
は
「
大
正
末
・
昭
和
初
期
を
通
じ
て
非
共

産
主
義
的
社
会
主
義
知
識
人
の
重
要
で
影
響
力
の
あ
る
代
弁
者
と
な

っ
た
」
と
指
摘
は
し
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
新
人
会
O
B
の
石
堂
清
倫
及
び
竪
山
利
忠
両
氏
編
の
『
東

京
帝
大
新
人
会
の
記
録
』
に
は
「
そ
れ
ら
の
業
績
は
ま
だ
十
分
に
評

価
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
み

る
よ
う
に
詳
細
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
社
会
思
想
社
を
内
川
君

は
本
論
文
に
お
い
て
以
下
の
如
く
解
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
1
編

・
第
2
部
で
は
、
1
に
お
い
て
、
社
会
思
想
社
に
お
け
る
思
想
の
受
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容
と
研
究
・
啓
蒙
活
動
、
H
に
お
い
て
、
同
社
の
政
治
問
題
へ
の
対

応
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
1
の
第
1
章
に
お
け
る
『
社
会
思
想
』
の

思
想
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
社
会
思
想
社
は
新
人
会
時
代
と
同
様
に
資

本
主
義
否
定
と
労
農
ロ
シ
ア
讃
美
の
思
想
を
展
開
し
た
。
具
体
的
に

は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
活
況
は
多
数
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
資
本

主
義
的
繁
栄
で
あ
る
と
し
て
資
本
主
義
を
否
定
し
、
労
農
ロ
シ
ア
で

は
資
本
主
義
が
破
壊
し
た
人
類
相
愛
・
相
互
扶
助
社
会
が
再
建
さ
れ

て
い
る
と
み
て
同
国
の
困
窮
を
是
認
し
た
。
第
2
章
で
は
、
同
人
ら

の
研
究
と
啓
蒙
の
活
動
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。
社
会
思
想
祉
同
人
は

大
半
が
大
学
教
師
や
研
究
所
員
で
あ
っ
た
の
で
、
三
輪
寿
壮
や
細
野

三
千
雄
ら
が
弁
護
士
と
し
て
争
議
関
係
事
件
に
取
り
組
む
以
上
に
は

実
践
運
動
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
く
、
研
究
と
啓
蒙
活
動
を
重
視
し

て
い
た
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

研
究
会
や
講
演
会
を
再
開
す
る
た
め
に
会
場
確
保
に
奔
走
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
官
憲
の
圧
力
を
受
け
る
こ
と
を
も
覚
悟
し
た
上
で
労
働
学
校

講
師
と
し
て
臨
ん
だ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
1
編
・
第
2
部
・
H
に
お
い
て
は
社
会
思
想
社
と
現
実
政
治
と

の
関
わ
り
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
社
会
思
想
社
が
結
成
さ
れ
た
大
正

後
半
期
の
政
治
問
題
の
一
つ
に
は
普
通
選
挙
権
獲
得
問
題
が
あ
っ
た
。

H
の
第
1
章
は
社
会
思
想
社
の
普
通
選
挙
権
問
題
へ
の
対
応
を
論
じ

て
い
る
。
そ
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
社
会
思
想
社
同
人
ら
は
、
か
つ
て

新
人
会
時
代
に
普
選
制
度
を
社
会
改
造
の
有
効
手
段
と
み
な
す
時
期

　
ヴ

が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
普
通
選
挙
権
獲
得
運
動
が
遅
々
と
し

て
進
ま
ぬ
点
に
失
望
し
、
普
選
制
度
は
所
詮
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
よ
る

政
治
支
配
の
シ
ス
テ
ム
に
過
ぎ
な
い
、
と
認
識
す
る
に
至
っ
て
い
た
。

社
会
思
想
社
は
政
府
提
案
の
普
選
即
時
実
施
案
は
資
本
主
義
制
度
を

温
存
し
た
ま
ま
の
姑
息
な
国
民
懐
柔
策
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
多
く

の
同
人
は
米
独
仏
に
お
け
る
普
選
を
概
ね
否
定
し
、
労
農
ロ
シ
ア
の

普
選
を
不
生
産
者
か
ら
選
挙
権
を
奪
取
し
た
後
の
普
選
と
し
て
肯
定

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
普
通
選
挙
権
獲
得
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
は
、

獲
得
し
た
普
通
選
挙
権
に
は
意
義
が
あ
る
が
、
政
府
か
ら
与
え
ら
れ

た
も
の
で
は
意
味
が
な
い
と
結
論
付
け
、
政
府
提
案
を
否
定
し
た
。

か
よ
う
に
一
般
的
に
は
社
会
思
想
社
同
人
は
普
選
を
否
定
的
で
あ
っ

た
が
、
蝋
山
政
道
は
英
国
の
普
選
を
評
価
す
る
と
い
う
希
有
の
存
在

で
あ
っ
た
。
第
2
章
は
無
産
政
党
の
議
会
進
出
に
対
す
る
社
会
思
想

社
の
対
応
を
考
察
し
て
い
る
。
政
府
提
案
の
普
選
即
時
実
施
案
を
批

判
し
た
社
会
思
想
社
も
、
現
実
に
普
通
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
積
極
的
に
対
応
し
た
。
具
体
的
対
応
例

と
し
て
は
、
『
社
会
思
想
』
四
条
に
、
無
産
政
党
各
派
は
分
裂
状
態

を
解
消
し
一
つ
の
組
織
に
統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る

無
産
政
党
合
同
論
の
提
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
提

言
は
、
そ
れ
ま
で
は
合
同
に
反
対
し
て
い
た
労
農
党
が
合
同
に
方
針
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転
換
し
、
他
の
無
産
政
党
各
派
（
H
労
党
、
目
農
党
、
社
民
党
）
に

合
同
を
呼
び
か
け
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
た
。
し
か
し
、
合
同
が
実

現
し
な
か
っ
た
と
き
、
社
会
思
想
社
は
次
善
の
策
と
し
て
選
挙
協
定

を
結
び
無
産
陣
営
内
で
の
同
士
討
を
防
ぐ
べ
し
と
提
二
．
・
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
そ
の
選
挙
協
定
は
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
。
昭
和
、
一
（
一
九

二
八
）
年
、
わ
が
国
初
の
普
通
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
と
き
、
無
産
政

党
各
派
は
全
体
で
八
議
席
を
獲
得
し
た
。
こ
の
総
選
挙
て
第
一
党
と

な
っ
た
の
は
政
友
会
で
あ
っ
た
が
、
第
二
党
・
民
政
党
と
の
議
席
差

は
僅
か
一
で
あ
り
、
政
局
運
営
上
、
多
数
派
工
作
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
は
少
数
政
党
に
と
っ
て
は
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ボ
ー
ト
を

握
り
政
策
決
定
に
関
与
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

『
社
会
思
想
』
誌
上
に
は
、
無
産
政
党
各
派
が
「
院
内
ク
ラ
ブ
」
を

結
成
し
院
内
に
お
い
て
統
一
行
動
す
べ
し
と
す
る
提
言
が
み
ら
れ
た

も
の
の
、
こ
れ
も
ま
た
実
現
し
な
か
っ
た
。
社
会
思
想
社
に
よ
る
如

L
の
提
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
産
政
党
各
派
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ト

の
対
立
を
克
服
す
る
こ
と
な
く
逆
に
各
派
間
の
対
立
を
激
化
さ
せ
て

い
っ
た
。
革
新
陣
営
内
部
の
熾
烈
な
対
立
は
無
産
政
党
各
派
の
初
の

議
会
進
出
の
時
点
で
す
で
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
第
1
編
・
第
3
部
で
は
労
働
運
動
界
に
お
け
る
改
良
主
義
的
指
導

者
で
あ
っ
た
天
池
清
次
と
星
加
要
の
活
動
と
労
働
運
動
観
が
検
証
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
天
池
清
次
て
あ
る
。
彼
は
戦
前
期
に
お
い
て
す
て

に
労
働
運
動
の
経
験
が
あ
っ
た
が
、
本
格
的
活
動
を
始
め
た
の
は
戦

後
で
あ
る
。
天
池
は
出
身
母
体
の
全
国
金
属
労
働
組
合
同
盟
の
代
表

と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
日
本
労
働
総
同
盟
に
、
つ
い
で

同
組
織
が
発
展
的
に
改
組
し
た
全
日
本
労
働
総
連
盟
に
参
加
し
最
終

的
に
は
会
長
と
な
っ
た
。
天
池
は
、
労
働
運
動
の
目
標
は
相
互
扶
助

の
普
遍
化
で
あ
り
、
目
標
実
現
は
民
主
主
義
的
に
な
さ
れ
る
べ
し
、

と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
相
互
扶
助
を
目
標
に
揚
げ
る
こ
と
は
友
愛

会
以
来
の
総
同
盟
の
基
本
方
針
で
あ
り
、
既
述
の
ご
と
く
新
人
会
に

結
集
し
た
学
徒
の
理
想
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
天
池
は
、
ま

た
労
働
者
が
人
格
を
高
め
経
営
者
と
対
等
の
人
格
を
も
っ
て
話
し
合

い
を
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
労
働
組
合
を
労
働
者
が
人
格
を
高

め
る
た
め
の
「
人
生
の
道
場
」
と
位
置
付
け
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点

は
、
天
池
の
労
働
運
動
観
に
み
ら
れ
た
理
想
主
義
的
側
面
で
あ
っ
た

が
、
天
池
の
実
際
の
労
働
運
動
の
指
導
は
現
実
主
義
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
天
池
は
、
資
本
主
義
の
欠
陥
の
改
造
を
主
張
し
つ
つ
も
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
拘
泥
す
る
組
合
指
導
と
は
対
決
し
、
自
ら
の
立
場
を

「
実
践
的
労
働
組
合
主
義
」
と
称
し
て
い
た
。
か
よ
う
な
天
池
は
、

組
合
運
営
に
対
す
る
卓
抜
し
た
f
腕
か
ら
松
岡
駒
吉
を
継
承
す
る
も

の
と
さ
れ
、
総
同
盟
嫡
流
の
評
価
を
受
け
て
い
た
。

　
つ
ぎ
に
星
加
要
で
あ
る
。
か
れ
は
幼
少
期
に
米
騒
動
の
騒
乱
を
目

の
あ
た
り
に
し
、
米
屋
が
雨
戸
を
釘
で
打
ち
付
け
る
光
景
に
た
だ
な

177



法学研究70巻9号（’97：9）

ら
ぬ
も
の
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、
少
年
で
は
あ
っ
た
が
、
新
人
会

員
が
注
目
し
後
援
し
て
い
た
神
戸
の
三
菱
・
川
崎
造
船
所
の
大
争
議

に
驚
き
を
感
じ
、
そ
の
争
議
を
指
導
す
る
賀
川
豊
彦
の
姿
に
畏
敬
の

念
を
も
っ
た
。
か
か
る
経
験
の
後
に
入
学
し
た
鉄
道
学
校
で
は
、
講

義
の
内
容
に
飽
き
足
ら
な
い
も
の
を
感
じ
、
新
人
会
の
地
方
支
部
会

員
と
同
様
に
、
早
稲
田
大
学
の
講
義
録
を
取
り
寄
せ
勉
強
し
、
日
本

に
労
働
党
政
権
を
樹
立
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
星
加
は
、
戦

前
期
か
ら
国
鉄
職
員
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
労
働
運
動
に
関
与
す
る

の
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
連
合
国

最
高
司
令
官
総
司
令
部
の
民
主
化
政
策
に
と
っ
て
国
鉄
内
で
も
労
働

運
動
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
お
り
、
星
加
は
そ
の
中
心
的
指
導
者
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
星
加
は
、
労
働
運
動
と
は
労
働
者
の
生

活
を
擁
護
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
、
過
激
に
走
る
労
働

運
動
で
は
自
分
の
考
え
は
達
成
で
き
な
い
と
み
た
。
星
加
は
、
日
本

が
資
本
主
義
体
制
に
あ
る
以
上
階
級
闘
争
は
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
貧

窮
化
す
る
国
民
に
物
資
を
運
搬
す
る
列
車
を
と
め
る
こ
と
は
労
働
者

の
生
活
保
護
に
繋
が
ら
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
星
加
は
ス
ト
ラ
イ
キ

至
上
主
義
の
争
議
で
、
大
量
処
分
者
を
出
す
よ
う
な
こ
と
は
可
能
な

限
り
回
避
し
漸
進
的
に
目
的
を
達
成
す
べ
し
と
も
し
た
。

　
以
上
、
考
察
さ
れ
た
天
池
と
星
加
は
共
に
イ
ギ
リ
ス
社
会
主
義
や

ス
カ
ン
ヂ
ナ
ビ
ア
諸
国
に
代
表
さ
れ
る
福
祉
国
家
の
理
念
に
親
近
感

を
抱
き
、
共
産
主
義
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
内
川

君
は
天
池
と
星
加
を
戦
後
労
働
運
動
に
お
け
る
改
良
主
義
的
指
導
者

と
位
置
付
け
た
。
こ
の
両
者
に
関
す
る
実
証
的
研
究
は
皆
無
で
あ
り
、

内
川
君
の
業
績
は
先
駆
的
研
究
と
し
て
価
値
が
高
い
。

　
第
2
編
「
権
力
の
掌
握
と
維
持
～
大
麻
唯
男
を
中
心
と
す
る
～
」

は
、
第
1
部
「
講
和
樹
立
後
の
政
界
再
編
」
、
第
2
部
「
紛
糾
自
体

の
調
整
者
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
大
麻
唯
男
の
巧
み
な
政
治
的
調
整
能

力
を
分
析
し
て
い
る
。
第
1
部
・
第
1
章
で
は
、
講
和
樹
立
後
の
政

界
再
編
下
に
お
け
る
改
進
党
結
成
に
際
し
て
の
大
麻
が
考
察
さ
れ
る
。

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
、
大
量
の
旧
政
治
家
群
が
公
職
追
放
を

解
除
さ
れ
、
政
界
に
は
再
編
機
運
が
高
ま
り
、
大
麻
は
新
党
結
成
に

参
加
し
た
。
こ
の
と
き
、
三
木
武
夫
ら
は
大
麻
ら
旧
民
政
党
系
政
治

家
群
に
主
導
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
、
諸
会
派
に
も
新
党
参

加
を
呼
び
か
け
た
。
勧
誘
を
受
け
た
会
派
の
中
に
は
保
守
主
義
者
か

ら
社
会
主
義
者
ま
で
あ
り
、
参
加
者
の
主
張
を
調
整
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
、
新
党
は
、
保
守
的
主
張
や

社
会
主
義
的
文
言
を
宣
言
及
び
綱
領
に
盛
り
、
昭
和
二
七
（
一
九
五

二
）
年
二
月
、
改
進
党
と
し
て
結
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
諸
会
派
の

連
合
体
で
あ
る
た
め
改
進
党
は
発
足
時
に
お
い
て
既
に
対
立
を
内
包

し
て
い
た
。
内
川
君
は
、
こ
の
よ
う
な
党
内
事
情
の
複
雑
さ
こ
そ
、

大
麻
が
調
整
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し
得
る
素
地
と
も
な
っ
た
、
と
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指
摘
し
て
い
る
。
第
2
章
で
は
、
日
本
民
主
党
が
結
成
さ
れ
る
経
緯

と
そ
の
過
程
に
お
け
る
大
麻
の
行
動
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。
大
麻
が

所
属
し
た
改
進
党
に
は
吉
田
陣
営
と
鳩
山
陣
営
の
双
方
か
ら
連
携
が

求
め
ら
れ
た
。
大
麻
は
、
追
放
解
除
後
に
吉
田
か
ら
自
由
党
入
党
を

勧
誘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
両
者
は
泥
懇
の
中
で
あ
る
と
み
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
吉
田
も
改
進
党
と
の
連
携
を
求
め
大

麻
に
接
近
し
た
。
吉
田
は
後
継
首
班
を
大
麻
が
求
め
る
重
光
葵
改
進

党
総
裁
に
譲
る
か
に
み
え
た
が
、
大
麻
は
そ
れ
が
空
約
束
で
は
な
い

か
と
不
信
感
を
持
つ
に
至
り
、
か
つ
て
の
政
敵
鳩
山
と
の
会
談
に
応

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
改
進
党
は
急
速
に
鳩
山
中
心
の

反
吉
田
勢
力
に
合
流
し
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
一
一
月
、
総

裁
に
鳩
山
を
戴
く
日
本
民
主
党
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ

て
、
吉
田
自
由
党
政
権
か
ら
鳩
山
民
主
党
政
権
へ
と
政
権
が
交
代
し

た
。
民
主
党
の
結
成
と
鳩
山
内
閣
成
立
に
功
績
の
あ
っ
た
大
麻
は
鳩

山
内
閣
の
国
務
大
臣
の
ポ
ス
ト
を
得
た
。

　
第
2
編
・
第
2
部
は
大
麻
唯
男
の
政
治
的
調
整
者
と
し
て
の
実
像

を
さ
ら
に
追
求
し
て
い
る
。
第
1
章
で
は
、
民
生
党
所
属
の
少
壮
政

治
家
・
大
麻
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
八
月
、
床
次
竹
次
郎
の

脱
党
に
際
し
、
一
方
に
お
い
て
動
揺
す
る
政
友
本
党
系
代
議
士
達
を

留
党
に
ま
と
め
、
他
方
に
お
い
て
大
麻
の
選
挙
区
・
熊
本
民
政
党
支

部
の
動
揺
を
静
め
た
。
大
麻
は
、
浜
口
雄
幸
内
閣
が
成
立
し
た
と
き
、

当
選
二
回
、
弱
輩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
を
瓦
解
か
ら
救
っ
た
論
功

行
賞
と
し
て
文
部
参
与
の
ポ
ス
ト
を
射
止
め
た
。
政
治
的
調
整
者
と

し
て
の
大
麻
は
政
党
政
治
家
と
し
て
の
歳
月
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、

党
内
の
重
き
を
な
し
て
い
っ
た
。
第
2
章
で
は
大
麻
の
議
会
復
帰
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
八
月
の
衆
議
院
解

散
は
大
方
の
予
想
よ
り
〕
か
月
早
か
っ
た
。
改
進
党
は
動
揺
し
戦
前

か
ら
選
挙
通
と
い
わ
れ
た
大
麻
に
、
選
挙
対
策
を
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
こ
の
と
き
大
麻
自
身
も
熊
本
県
第
一
区
か
ら
戦
後
初
め

て
立
候
補
し
た
。
選
挙
は
以
下
の
よ
う
な
点
か
ら
大
麻
に
不
利
と
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
五
年
半
の
政
治
的
空
白
に
よ
る
ハ
ン

デ
ィ
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
改
進
党
の
事
実
上
の
選
挙
対
策
の
要

と
な
り
選
挙
区
に
戻
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
、
大
麻
が
追
放
さ

れ
て
い
る
間
に
力
を
つ
け
た
戦
後
派
政
治
家
と
対
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
麻
は
遅
れ
馳
せ
な
が

ら
選
挙
区
入
り
し
た
後
に
は
、
劣
勢
を
挽
回
し
最
高
得
点
で
八
度
目

の
当
選
を
果
た
し
た
。
内
川
君
は
、
党
内
調
整
に
お
い
て
示
さ
れ
た

大
麻
の
能
力
は
自
己
の
選
挙
区
に
お
け
る
困
難
な
事
態
を
回
避
す
る

と
き
に
も
充
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
、
と
指
摘
す
る
。
第
3
章
で
は

改
進
党
に
お
け
る
大
麻
の
役
割
が
論
じ
ら
れ
た
。
既
述
の
如
く
、
改

進
党
は
、
異
質
な
多
集
団
か
ら
な
る
政
党
で
あ
っ
た
た
め
に
、
各
勢

力
の
確
執
が
熾
烈
で
党
内
を
一
本
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
大
麻
は
以
下
の
よ
う
な
点
で
党
内
意
見
を
巧
み
に
調
整
し

た
。
た
と
え
ば
、
第
一
に
、
大
麻
は
、
改
進
党
総
裁
先
行
人
事
の
難

事
を
重
光
葵
総
裁
を
擁
立
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
と
め
あ
げ
た
。
第
二

に
、
総
選
挙
時
に
お
い
て
は
政
界
の
事
情
に
疎
い
重
光
総
裁
を
補
佐

し
事
実
上
の
選
挙
対
策
委
員
長
と
も
い
わ
れ
た
。
第
三
に
、
ま
と
ま

り
を
欠
き
が
ち
な
改
進
党
で
は
役
職
人
事
面
で
も
事
態
が
紛
糾
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
調
整
し
つ
つ
自
派
を
進
出
さ
せ
、
足

場
を
固
め
た
。
第
四
に
、
政
界
再
編
の
渦
中
に
お
い
て
は
既
述
の
ご

と
く
鳩
山
一
郎
中
心
の
保
守
新
党
に
改
進
党
を
参
加
さ
せ
る
役
割
を

果
た
し
た
。
以
上
に
み
る
よ
う
に
、
大
麻
は
改
進
党
内
に
お
け
る
多

く
の
紛
糾
事
態
を
調
整
し
、
調
整
し
つ
つ
自
己
の
立
場
を
次
第
に
強

固
に
し
て
い
っ
た
。
第
4
章
で
は
、
鳩
山
内
閣
期
に
お
け
る
大
麻
の

役
割
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
民
主
党
が
結
成
さ
れ
た
翌
月
、
吉

田
内
閣
が
総
辞
職
し
鳩
山
内
閣
が
誕
生
し
た
。
入
閣
し
た
大
麻
は
国

家
公
安
委
員
長
に
就
任
し
第
三
次
鳩
山
内
閣
ま
で
同
ポ
ス
ト
に
留
任

し
た
。
同
内
閣
の
与
党
・
日
本
民
主
党
は
、
自
由
党
鳩
山
派
、
日
本

自
由
党
、
改
進
党
の
三
派
が
結
成
し
て
お
り
、
大
枠
で
反
吉
田
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
は
あ
る
も
の
の
、
諸
懸
案
に
対
し
各
派
各
様
の
主
張
が

交
わ
さ
れ
党
内
の
不
統
一
は
改
進
党
以
上
で
あ
っ
た
。
か
か
る
事
情

の
下
に
お
い
て
も
、
大
麻
は
以
下
の
よ
う
な
点
で
党
内
調
整
の
能
力

を
発
揮
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
民
主
党
結
成
及
び
鳩
山
内
閣
成

立
時
に
お
け
る
改
進
党
の
非
協
力
性
の
解
消
、
第
二
に
、
保
守
合
同

に
関
す
る
改
進
党
系
の
反
対
派
の
説
得
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鳩
山
総

裁
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
重
光
を
最
後
ま
で
、
擁
護
し
得
た
の
は
大

麻
の
み
で
あ
っ
た
と
し
、
党
内
調
整
面
に
お
け
る
大
麻
の
力
量
が
こ

こ
で
も
示
さ
れ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
2
編
の
付
論
で
は
、
保
守
政
界
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
る
財
界
の
動

向
が
、
満
州
事
変
期
に
お
け
る
日
本
経
済
連
盟
会
（
以
後
、
経
済
連

盟
と
す
る
）
の
活
動
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
二
　
（
一

九
二
二
）
年
に
創
設
さ
れ
た
経
済
連
盟
は
戦
前
の
代
表
的
経
済
団
体

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
同
連
盟
は
、
経
済
会
の
国
際
連
盟
と
い
わ
れ
た

国
際
商
業
会
議
所
（
I
C
C
）
に
加
盟
し
、
国
際
商
業
会
議
所
日
本

国
内
委
員
会
と
し
て
、
財
界
に
お
け
る
世
界
へ
の
窓
口
と
も
な
っ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
連
盟
は
、
満
州
事
変
が
勃
発
す
る
と
直

ち
に
諸
外
国
に
日
本
の
立
場
を
弁
明
す
る
活
動
を
開
始
し
た
。
同
年

二
月
、
経
済
連
盟
は
機
関
紙
『
経
済
連
盟
』
を
創
刊
し
、
経
済
問

題
に
関
す
る
記
事
を
揚
げ
る
と
と
も
に
、
満
州
事
変
に
関
連
す
る
経

済
連
盟
の
活
動
に
つ
い
て
も
報
告
し
た
。
経
済
連
盟
の
弁
明
は
政
府

の
公
式
発
表
を
踏
ま
え
た
財
界
の
最
大
公
約
数
的
な
も
の
で
あ
り
、

満
州
事
変
の
真
因
は
中
国
に
お
け
る
条
約
無
視
の
排
日
運
動
で
あ
り
、

中
国
こ
そ
国
際
秩
序
の
破
壊
者
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
経

済
連
盟
の
役
員
は
、
団
琢
磨
会
長
を
始
め
と
し
て
財
界
の
鐸
々
た
る
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メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
『
経
済
連
盟
』
で
は
政
府
の
方
針

に
総
論
と
し
て
賛
成
し
た
。
彼
ら
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
個

人
的
意
見
を
開
陳
す
る
と
き
に
は
、
満
蒙
が
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
日

本
の
生
命
線
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
経
済
的
側
面
か
ら
疑
問

を
投
げ
か
け
る
も
の
も
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
経
済
連
盟
は
満
州
事

変
に
対
し
、
政
府
の
方
針
に
総
論
賛
成
で
は
あ
る
が
、
各
論
に
お
い

て
は
尻
込
み
す
る
面
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
各
章
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
内
川
論
文
を
総
括
す
る
。

本
論
文
・
第
1
編
の
論
考
で
は
、
新
人
会
員
の
抱
い
た
思
想
は
種
々

雑
多
で
あ
っ
た
と
い
う
定
説
に
対
し
、
人
類
相
愛
・
相
互
扶
助
社
会

の
建
設
と
い
う
点
に
お
い
て
会
員
に
は
共
通
の
理
念
が
あ
っ
た
こ
と

が
解
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
人
会
や
社
会
思
想
者
を
好
例
と
し
て
示

さ
れ
た
日
本
に
お
け
る
革
新
勢
力
の
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ズ
ム
傾
倒

の
背
景
に
は
、
大
逆
事
件
に
起
因
す
る
思
想
的
閉
塞
状
態
か
ら
脱
し

た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
思
想
的
開
放
下
に
お
け
る
ロ
シ
ア
革
命

の
甚
大
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
知
的
エ
リ
ー
ト
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
論
争
は
、
労
働
者
に
は
受
け
入
れ
が
た
い
荒
唐
無
稽
の
も
の

と
映
り
、
天
池
清
次
や
星
加
要
の
分
析
に
お
い
て
検
証
さ
れ
た
如
く
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
呪
縛
か
ら
の
脱
却
が
課
題
と
さ
れ
た
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
。
内
川
君
の
第
1
編
に
お
け
る
新
人
会
と
社
会
思
想
者
の
思

想
と
活
動
に
関
す
る
研
究
は
高
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
り
、
天
池
と
星

加
に
関
す
る
論
考
は
従
来
研
究
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
改
良
主
義
的

労
働
運
動
の
指
導
者
に
関
す
る
実
証
的
研
究
の
開
拓
者
て
あ
る
点
に

意
義
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
総
じ
て
革
新
陣
営
が
常
に
思
想
と
行
動
の

中
核
と
し
て
い
る
の
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
重
視
で
あ
っ
て
、
政
治
・

社
会
の
改
革
の
実
現
で
は
、
な
か
っ
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
2
編
の
論
考
は
、
大
麻
唯
男
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
、

保
守
政
治
家
の
権
力
掌
握
と
維
持
に
関
し
て
マ
ク
ロ
的
考
察
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
論
考
で
は
、
保
守
勢
力
は
熾
烈
な
対
立
が
生
じ
る
と

調
整
者
が
あ
ら
わ
れ
妥
協
が
は
か
ら
れ
る
と
し
て
、
そ
の
調
整
者
の

一
典
型
と
し
て
大
麻
唯
男
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
。
論
考
は
、
大
麻
が

思
想
、
政
策
に
よ
っ
て
立
つ
政
治
家
で
は
な
く
、
政
治
の
裏
面
工
作

者
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
資
料
的
制
約
を
う
け
な
が
ら
も
、
そ
の
困

難
を
よ
く
克
服
し
て
も
の
さ
れ
た
労
作
で
あ
る
。
最
後
に
、
付
論
で

財
界
の
動
向
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
経
済
連
盟
会
機
関
紙

『
経
済
連
盟
』
以
外
に
も
新
聞
、
雑
誌
等
マ
ス
コ
ミ
に
あ
ら
わ
れ
た

関
係
資
料
を
多
岐
に
渉
り
渉
猟
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
従
来
か
ら

必
要
と
さ
れ
な
が
ら
も
未
着
手
な
部
分
を
埋
め
る
も
の
て
あ
り
、
こ

の
点
か
ら
内
川
君
の
業
績
は
貴
重
の
も
の
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
内
川
君
の
論
文
が
近
代
日
本
政
治
の
革
新
に
お
け
る

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
保
守
に
お
け
る
調
整
の
問
題
に
関
す
る
実
証
的
研

究
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
に
先
行
研
究
が
及
ん
て
い
な
い
分
野
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を
新
た
に
開
拓
し
た
先
駆
的
研
究
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
業

績
の
大
な
る
こ
と
を
認
め
、
こ
こ
に
本
論
文
が
博
士
（
法
学
）
（
慶

慮
義
塾
大
学
）
（
論
文
博
士
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
充
分
と
認
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
九
年
一
月
二
十
四
日

副副主
査査査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

堀
江
　
　
湛

中
村
　
勝
範

笠
原
　
英
彦

182


